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電気自動車（ＥＶ）は「新しく」ない

蒸気自動車： 1769年

電気自動車： 1886年

ガソリン自動車：1891年

1917年

Ｔ型フォードの登場

↓

ガソリン自動車

の時代に

エジソンも電気自動車を推進していた(1914年)



ＥＶは次世代社会への入口の鍵
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ＥＶ社会を支える次世代地域社会ネットワーク

ＥＶは単にクルマの次世代化のみならず，エネルギー、情報、そして地域コミュニティも含めた総合的な社会システム
の変革を求める「次世代社会への入口の鍵」である．
ＥＶをより使いやすくするための環境整備には，地域の情報を地域住民自らが最新かつ詳細に保ち運用する仕組み
と，地域の再生可能エネルギーの地産地消による利用拡大を進める仕組み，さらにＥＶ導入を契機にした地域交通
全体の見直しが必要であり，それはすなわち次世代型の地域づくりのモデルとなる．
この実現のためには，各要素を垂直統合型から水平分散型へ転換することが重要であり，かつ分野を越えた広い
連携の枠組が必要な一方，地域の課題に根差した組織づくりが必要である．



【石巻市視察（2011/6/22-23）】



エネルギー
の地域拠点

交通の
地域拠点

非常用電源／避難用車両
⇔地域コミュニティ交通

避難拠点づくり ⇔ 地域交流拠点づくり

情報通信
の地域拠点

避難拠点をWiFiスポット化
(情報接続による安心感)

ＴＶ会議・講義システム
により，簡易司令部化も．
(Skype等安価な物で可)

避難拠点へのPV,風力
等の発電設備,蓄電池
の設置を推進．
(最低限の電力確保)

ＥＶバス・タクシー

ＥＶ用交換用電池としても
← 電池の標準化が必要

蓄電池

小型風力発電機

ＰＶ

情報受発信拠点

ＥＶ充電器
/V2G接続器

ＥＶ・ＰＨＶ
(ＰＭＶ等も)

各家庭との接続
(各戸⇔拠点往来)

タブレットPC

携帯端末

ＰＣ

地域ＦＭ局，ワンセグ局等と
しても，地域情報を発信

一元的に情報発
信を行える地域
情報拠点

ＩＴＳ
スポット

公用車はﾚｽｷｭｰEV
として他車救援も

災害対応時イメージ：
情報・エネルギー・交通の地域拠点づくり



日本版スマートグリッド実現の上で，多様な電力需給源の統合化に必須な通信プロトコルの“メタ標準化”を構築

スマートコミュニティＩＣＴ基盤構築

総務省平成２１年度二次補正事業「ネットワーク統合制御システム標準化等推進事業」地域実証
（ＦＵＳＩＯＮプロジェクト）［研究代表者：慶応大学 西宏章准教授］



多様な要求
に応じられる
ナビゲーション

EV

ITSサービス

＋

おすすめの観光ルート
を教えて！

お腹空いた！
どこか美味しい店ない？

この近くに絶景ポイント
があるらしいよ！

そろそろ船が出る時間
が近いよ！

この先、道狭し．．．
気をつけて!!

未来型ドライブ観光サービス

近くの充電スポットは？



環境にやさしく，地域の魅力を最大限に活かした観光サービスを，ＥＶとＩＴＳの組合せによって実現を目指す．
離島観光においては，情報が少なく来島への障壁が多い課題に対し，地元発の情報をカーナビとその他のメディア
で一貫して行うことで，効率よく快適な観光案内サービスを実現する．
また，本システムは常に更新され，新たなサービスを加えて進化し続けることで，リピーター化も促進される．

事前に作ったプラン
がカーナビに入る！

プランに沿った充電器
案内でストレス無し！

公共交通情報にもリンク
で帰りの便も心配無用．

観光施設の
紹介もバッチリ．

サービスイメージ：未来型ドライブ観光システム
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EV試乗会・充電器試用
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それぞれの局面に
応じたテーマについ
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のプラットフォーム

情報の地産地消システム：統合観光情報プラットフォーム



災害対応時イメージ：
統合情報プラットフォームとナビのＧＩＯＳＮＳ的活用

ハザードマップ
避難所情報
高さ情報付地図

カーナビでも，
携帯,PC,ｻｲﾈｰｼﾞ,
ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ,PDA等
でも同じ情報を

発信者のランク付け
により，情報の確度
をランク付で収集・
配信．ユーザは不確
定情報も含め，即時
に詳細情報を得る．

○○町の５０人
が避難してます

．

落石注意！

高台の避難所，
空きは十分です

急病人がいます．
緊急搬送願います

．

災害関連情報ナビ

県道○○線○○○付近で落石
です

ルート案内に従い走行してく
ださい

災害発生時には，
ハザードマップ等情報を
用いて避難誘導を行う



「地域」の元につながった，業界の垣根を超えた集まり
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地域を活性化させる各プレイヤー地域を活性化させる各プレイヤー
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委員長長：鈴木 高宏
(ＡＰＥＶアドバイザー ／長崎県産業労働部政策監 ［ＥＶ＆ＩＴＳ推進担当］
（兼）東京大学 生産技術研究所 客員准教授)

【目的】
各地域で行われている、EV普及促進・地域産業化に関する情報交流、各種交流と、地域推進組織づく
りへの協力

【活動内容】
年4回（3ヶ月に一度）程度の活動を予定。全国各地で部会開催。
EV・PHVタウン構想への取り組み先進例の視察、各地域担当者による情報交換や勉強会の開催、課
題解決のための議論、地域コンソーシアム構築のきっかけ作り等。

地域コンソーシアム地域コンソーシアム委員会委員会

■組織体制

委員長



なぜ、地域コンソーシアムが必要か

ＥＶの基本
◦ ＥＶ負のスパイラル
単独企業のみで整備 ⇒ 外充電に頼らない ⇒ 長い航続距
離が必要 ⇒ 大容量電池が必要など高コスト ⇒ 大企業しか
作れない or 高額な車両 ⇒ 市場が広がらない ⇒ 行政の支
援に依存 ⇒ ．．．

◦ ＥＶは「独り」では生きられない。
充電などインフラネットワークの支えが不可欠

個々の企業の努力は不可欠。しかし、それだけではＥＶは作れ
ても、走れない。

コンバート…顧客あっての市場。顧客層の拡大には、ＥＶが走
りやすい環境が不可欠。

⇒ 複数が集まることで共通基盤を整備する必要

複数の集まり： 同業種連合 ／ 異業種連携



地域コンソーシアム委員会の活動

地域間の情報共有
◦ 「横並び」の事例紹介は要らない，「エッジ」の立った取組みのみを取り
上げるべき

◦ 成功例，と同時に，失敗例の共有を
◦ 共通化，標準化，のニーズや実運用の側面からの提案と共有，水平分
散化

具体的な進め方（案）
◦ 事例紹介： 目立つ，気になる地域の取組みを選び，特に聞きたい「深
い」ところを事前にアンケート募集，紹介地域は最大限質問に答えるよ
う準備

◦ モデル提案： 全国へ拡げたいと思うモデル提案のある地域が，実施例
とともに紹介 ← 是非，建設的な議論となるように

◦ 視察会： 百聞は一見に如かず，実際に現場を見に行く
◦ 地域連携組織作り支援： シンポジウム・セミナー・イベント開催など
◦ アウトプット： 国等への政策提言，メーカへの提案（標準化等），など



活動計画

第１回部会： ＠大阪 (2011/7/15)
◦ 部会の設置目的・意義，活動内容，活動計画，進め方などについて
◦ APEV関西シンポジウム（７／１５) ＠大阪 と併催

第２回部会＆シンポ＆視察会： ＠長崎県 (2011/9/10,11)
- 部会＆シンポ ＠ハウステンボス ※ スマートハウス関連セミナー併催

- 視察会（翌日） ＠新上五島町（＆五島市） ※佐世保から高速船

第３回以降： 石巻，沖縄，愛知，など
- 原則，地方開催として，部会単独でなく他イベントと併催を基本とする

⇒ 各地での部会開催を機に、ＥＶ地域興しへの協力を目指す

その他の活動： 地域コンソーシアム情報の収集・整理などを検討

※ 7/29  APEV総会 ＠東京

10/12-14  EVEX ＠横浜 （10/13APEV枠）

10/28  APEV東京シンポジウム ＠東京 （東京トラックショー内）



【第1回地域コンソーシアム部会】
「中央集権」⇔「地域分権」

⇒ 地域での開催にこだわり ⇒ 第1回を関西で
◎ＡＰＥＶ関西シンポジウム（7/15）開催

1. 田嶋代表幹事挨拶

2. 近畿圏におけるＥＶビジネスネットワークについて

（ＥＶビジネス情報部会 浜リーダー）

3. 地域コンソーシアム部会の概要と長崎県の事例紹介

4. パネル討論： 近畿運輸局、大阪府、ほか

⇒ 当該シンポに併せ、部会第1回を開催
【翌日に大阪のＥＶ動向を視察】



【第2回地域コンソーシアム部会の模様】
日 時： 2011年9月10日（土）、11日（日）

場 所： ハウステンボス、新上五島町
参加者： 約20名

【部会】
１． 田嶋代表幹事挨拶
２． 地元の取組紹介： 長崎EV&IITS、ハウステンボス
３． その他の地域の紹介： 愛知、石巻、沖縄
４． 次回以降の計画について

【視察会】
ハウステンボス⇒佐世保港⇒新上五島町・有川港
⇒新上五島町にてEV&ITS試乗体験



ハウステンボス・長崎次世代エネルギーパーク 環境関連技術の実証地に！

「長崎次世代エネルギーパーク」=ハウステンボス
太陽光発電などの新エネルギーを実際に「見て触れる」機

会を増やすことを通じて、地球環境と調和した将来の次世代
エネルギーのあり方について広く理解の増進を図るための地
域拠点。大村湾を望む「ハウステンボス」にオープン。

太陽電池

ソーラーボート

ソーラーシップコ・ジェネレーションシステム



九州

五島と本土を結ぶ全長５３ｋｍの日本一

長い電力海底ケーブル（九州電力）

対馬

壱岐

本土五島

N

長崎市

２０ｋｍ五島市

新上五島町

○「長崎ＥＶ・ＰＨＶタウン構想」

国から第一次選定された８都府県のＥＶ・ＰＨＶ

タウンのうち、京都以西で唯一の選定。
※平成22年12月に第二次選定で10府県が追加．

○離島の活性化

県面積の４割を占める離島における人口減

少問題の解決には、産業・雇用創出が必要。

○世界遺産登録への取組み

「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」

は平成１９年１月に暫定リスト登録済。

本登録に向け環境先進地をアピール。

○ＥＶ導入による電力需要増

離島における電力需要増は必ずしも石油

消費の削減には直結しない。

長崎県位置図

・ 長崎市も位置するいわゆる本土地区と、
五島列島（五島市・新上五島町）、
壱岐及び対馬の三大離島からなる。

・ 人 口： １,４２６,５９４人

・ 世 帯 数： ５５８,４３９世帯

・ 面 積： ４,１０５．０５ｋ㎡

・ 車保有台数： ８８９,６２３台

※ 海岸線延長は、４,１９６ｋｍで、全国の
１２％を占めており、 北方領土を除くと
全国１位。

五島列島

人 口： ６２,６９７人
世 帯 数： ２７,９９２世帯
面 積： ６３４.７８ｋ㎡
車保有台数： ３９,００３台

長崎県

長崎・五島地域の課題と特性



情報発信・普及啓発： ＥＶ１００台イベントin五島

五島の魅力と長崎ＥＶ＆ＩＴＳプロジェクトを全国に情報発信するため、全国初の電気自動車１００台
を集めたイベントを開催。イベントの様子は、テレビ、新聞、雑誌等のマスコミを通じて全国に発信さ
れるとともに、長崎エビッツの関係者と地元の方々との交流、ＥＶ１００台パレードのギネス記録の認
定により、地元住民のプロジェクトに対する認知、長崎エビッツ関係者の離島に対する理解が深まり、
今後の観光振興やプロジェクト推進に大きな成果を上げた。

＜イベント概要＞

平成２２年７月２日（金）（新上五島町）

①ＥＶパレード出発式

②記念シンポジウム

７月３日（土）（五島市）

①ＥＶ１００台パレード出発式

②閉会式

・ＥＶベスト電費賞授与式

・ギネス認定式

＜主な参加者＞

・長崎県知事、長崎県議会議長、副議長、

五島市長、新上五島町、長崎エビッツ会長、副会長、

九州地方整備局長、三菱自動車工業㈱社長、常務、

トヨタ自動車㈱常務 等

ＥＶ１００台パレード出発式
記念シンポジウム

ギネスに認定！

ＥＶ１００台 ギネスに挑戦！



目的： ＜ＥＶと観光ＩＴＳの実配備・運用＞、＜地域発で全国に通用するルール化・標準化を行うプロジェクトの遂行＞、
＜環境、観光を軸とした地域振興・産業振興の実現＞、＜エネルギーシステムとＥＶに係るモデル実証＞ 等

長崎ＥＶ＆ＩＴＳコンソーシアム(エビッツ）

ＷＧ1 EV・充電設備関連 ＷＧ3 ｺﾝﾃﾝﾂ関連ＷＧ2 ITSｲﾝﾌﾗ関連

事務局

（ＷＧ長）
長崎県立大学国際情報学部
森田均教授

①関係機関
市町・県
地元企業・団体
情報関連企業
観光関連企業
等

仕様
⇒全国仕様

仕様
⇒全国仕様

理事会

（ＷＧ長）
慶應義塾大学理工学部
西宏章准教授

①関係機関
市町・県
電力事業者等
②検討項目
・太陽光発電を活かした
マイクログリッド、スマート
グリッドなど、エネルギーの
地産地消の検討 等

WGでの検討を通じ、
技術的要件、機能
要件を提示。

長崎県・五島市・新上五島町・長崎河川国道事務所

会長、副会長、
ＷＧ統括長、ＷＧ長、
国交省、経産省、
ＨＩＤＯ、事務局

コンソーシアムに参加・検討結果
を
基に実配備等実施。

五島市・新上五島町
地元協議会

五島市・新上五島町
地元協議会

ＷＧ間の横の連係も確保

ＷＧ4 ｴｺｱｲﾗﾝﾄﾞ関連

長崎ＥＶ＆ＩＴＳコンソーシアム（長崎エビッツ）の目的と推進体制

（ＷＧ統括長）慶應義塾大学
先導研究ｾﾝﾀｰ太田純教授

・各ＷＧの参加メンバーを募集中

②検討項目
・ニーズ把握
・サービス定義、
フォーマット化
・コンテンツ整備
・地域情報の
収集・提供等の
運用方法
等

（ＷＧ長）
東京大学生産技術研究所
牧野浩志准教授

①関係機関
電気メーカー
通信機メーカー等
②検討項目
・ITS車載器スペック
・多言語対応
・DSRC、テレマティクス
活用場面整理
・決済サービス（ＥＴＣ等）
等

（ＷＧ長）
(財)日本自動車研究所
ＦＣ・ＥＶ研究部荻野法一
企画･実証ｸﾞﾙｰﾌﾟ長

①関係機関
電力事業者
自動車メーカー
充電器メーカー等
②検討項目
・EV導入・利用計画
・充電設備スペック、配備
計画
・EVとITSの連携(CAN I/F)
等

会長：慶應義塾大学 川嶋弘尚名誉教授



　いすゞ自動車（株） 　五島市商工会 　（株）ＡＮＡ総合研究所 　（株）パステック 　長与町、時津町、川棚町、
　ダイハツ工業（株） 　五島風力発電（株） 　（株）アルバック 　（株）パトライト 　小値賀町
　トヨタ自動車（株） 　(資）小柳自動車整備工場  　伊藤忠エネクス（株） 　日立情報通信エンジニアリング（株） 　新上五島町
　日産自動車（株） 　西肥情報サービス（株） 　（株）インターネットイニシアティブ 　日立電子サービス(株)
　富士重工業（株） 　佐世保重工業（株） 　（株）ＮＴＴデータ 　福岡電装機器（株）
　三菱自動車工業（株） 　(株）サトウ 　エヌ・ティ・ティ・データ・カスタマサービス（株） 　富士フィルムイメージテック(株) 　経済産業省

　（株）ジーエスエレテック九州 　（株）ＮＴＴファシリティーズ 　（株）富士建 　国土交通省 
　ＳＥＡ　ＡＬＬ（株） 　（株）オリエンタルコンサルタンツ 　復建調査設計（株） 　観光庁

　アイシン・エィ・ダブリュ（株） 　 　システムファイブ（株） 　兼松株式会社 　三井物産（株） 　国土技術政策総合研究所
　アルパイン（株） 　（有）スーパーウェア,インク 　菊水電子工業（株） 　 三菱重工業（株）エネルギー・環境事業統括戦略室 　環境省 九州地方環境事務所
　沖電気工業（株） 　 全日本ロータス同友会長崎県支部・ロータス長崎(株) 　（株）キューキ 　（株）三菱総合研究所 　長崎河川国道事務所
　クラリオン（株） 　(株）タカハラ自動車 　九州電力（株） 　（株）明電舎 　神奈川県
　住友電気工業（株） 　(株）タゾエ 　ＫＤＤＩ（株） 　（有）ＭＥＣ 　愛知県
　セイコーインスツル（株） 　(有)田添石油 　国際航業（株） 　矢崎総業（株） 　京都府、京都市
　（株）デンソー九州 　(株）タナカ自動車 　（株）三栄書房
　（株）豊田自動織機 　(有）谷川自動車 　ＣＢＣ（株）
　（株）豊通エレクトロニクス 　飛永自動車工業 　（株）ジェイティービー 　一般社団法人ＩＴＳサービス推進機構（ＩＳＰＡ）

　日東工業（株） 　(有)中島自動車 　清水建設（株） 　特定非営利活動法人　ＩＴＳ　Ｊａｐａｎ
　日本電気（株） 　（株）中村輪業   信栄工業有限会社 　特定非営利活動法人　アクロス五島
　パイオニア（株） 　長菱制御システム（株） 　新電元工業（株） 　インターネットＩＴＳ協議会
　パナソニック システム 　長崎環境・エネルギー産業ネットワーク 　（株）スマートエナジー研究所 　ＮＰＯ道守長崎
　　　ソリューションズジャパン（株） 　（社）長崎県観光連盟 　住友三井オートサービス（株） 　（財）九州経済調査協会
　パナソニック電工（株） 　（財）長崎県産業振興財団 　セグウェイジャパン（株） 　慶應義塾大学
　（株）日立製作所 　長崎県自動車関連産業振興協議会 　(株)セック 　（社）五島市観光協会
　富士通（株） 　長崎県商工会議所連合会 　ゼナシステム（株） 　五島市ふるさとガイドの会
　富士電機株式会社 　長崎県商工会連合会 　 全日本ロータス同友会九州ブロック・(株)ロータス九州支店 　佐世保工業高等専門学校
　Ｍｙｗａｙプラス（株) 　（社）長崎県情報産業協会 　（株）ゼンリンデータコム 　情報産業労働組合連合会
　三菱電機（株） 　（社）長崎県タクシー協会 　双日（株） 　一般社団法人スマートプロジェクト

　長崎県中小企業団体中央会 　タキゲン製造（株） 　（社）電子情報技術産業協会（ＪＥＩＴＡ）

　長崎県レンタカー協会 　株式会社筑水キャニコム 　東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター

　アイティースペース（株） 　南星自動車(有） 　（株）長大 　　 （ＩＴＳセンター）

　イサハヤ電子株式会社 　株式会社ニーテックハマナカ 　dSPACE Japan（株） 　（財）道路システム高度化推進機構
　(株）イチノセオートサービス 　西九州組込み技術コミュニティ（ＮＥＴーＣ） 　（株）テフット 　（財）道路新産業開発機構
　いろどり考房 　西そのぎ商工会 　(株)電通 　長崎県立大学
　扇精光（株） 　(有)林田自動車 　東京センチュリーリース（株） 　長崎総合科学大学
　(有)オートプロ 　（株）ＰＡＬ構造 　 東京電力（株）技術開発研究所電動推進グループ 　長崎大学
　小浜自動車工業(有） 　(有)北松モータース 　東北緑化環境保全（株） 　（財）日本自動車研究所
　オフィスメーション（株） 　（有）ホップ 　株式会社ドーワテクノス 　若松ふるさと塾
　（株）亀山電機 　 三菱重工業（株）原動機事業本部太陽電池事業ユニット 　西鉄情報システム（株） 　早稲田大学総合機械工業科教授
　川上建設工業（株） 　三菱重工業（株）長崎造船所 　ニシム電子工業（株）
　(有）川浪自動車 　株式会社　宮崎電機工業 　ニチコン（株）
　九州ロハス（株） 　（有）ミヤビ設計 　日本工営（株）
　協和機電工業（株） 　(有）モーターサービスハートアンドハート 　日本ナショナルインスツルメンツ（株） 　長崎市、佐世保市、島原市
　ケービーソフトウェア（株） 　山田電機工業（株） 　日本ユニシス（株） 　諫早市、大村市、平戸市、対馬市
　合同モータース(株） 　有限会社ランカードコム 　パーク２４（株） 　松浦市、五島市、西海市

　（株）博報堂 　雲仙市、南島原市、壱岐市
パシフィックコンサルタンツ（株）

コンソーシアム設立会議 Ｈ21.10.8開催

参加団体数 196団体（H23.9.27現在）
自動車メーカー

○当初参加者に加えて、公募によって今後も参加者を募る予定

電機・カーナビメー
カー

地場企業・団体等

情報・ｲﾝﾌﾗ関連企業等

学識者・業界団体等

地元市町

国・都道府県等（オブザーバー等）

（区分毎・五十音順。但し、地元市町は建制順）

長崎ＥＶ＆ＩＴＳコンソーシアム（長崎エビッツ）参加者



県

レンタカー
Ａ社

タクシー
Ａ社

レンタカー
Ｂ社

タクシー
Ｂ社

自動車ディーラー・
リース会社等

補助 自動車ディーラー・リース
会社等が協議会メンバーと
して参画、自動車を保有、
レンタカー会社等へ貸与。

参加負担金 等
・メンテナンス費用
＋運用データの報告 等

ＥＶ・
ＰＨＶ
貸与

五島市EV・ITS実配備促進協議会
新上五島町EV・ITS実配備促進協議会
※観光協会等・市町がコアとなり進める。
※地元協議会はコンソーシアムに参加し、
地元の考えを反映。コンソーシアムで
の議論結果等を受け、実配備等を実施。

※運営原資
として活用

レンタカー
Ｃ社

タクシー
Ｃ社

①

国
地域活力基盤創造交付金

②

③

④
⑤

①県よりＥＶ・ＰＨＶﾚﾝﾀｶｰ
等導入支援として、
地元協議会へ補助

②地元協議会は、島内
レンタカー事業者等へ
ＥＶ・ＰＨＶを貸与

③レンタカー事業者等は、
貸与されたＥＶ・ＰＨＶを
活用し事業を展開

④レンタカー事業者等は、
参加負担金等を地元協議
会に支払い、ﾃﾞｰﾀを報告

⑤協議会は、負担金等を
運営原資として維持運営
等に活用

ＥＶ＆ＩＴＳレンタカー等事業スキーム



普通充電設備：13施設16基（一般開放分）

普通充電設備：9施設13基（一般開放分）

地理的な分布および充電中の過ごし方を考慮し，観光スポット等に急速充電器とＩＴＳスポットを整備．
ＥＶ，ＰＨＶは主に観光用レンタカーとして配備．普通充電設備は夜間の充電を考え，主に宿泊施設に整備．

五島地域における整備状況



百聞は、一乗に如かず。
① 利用目的

・利用目的は、「旅行」（41％）および「帰省」（19％）で60％を占め、その
他では「仕事」が34％となっている。
・市町別にみると、五島市は「旅行」が40％、「帰省」が20％であるのに対し
、新上五島町では「旅行」が43％であり、「帰省」は14％にとどまっている。
・また「仕事」は五島市では33％であるが、新上五島町は37％となっている。

40.4%

42.8%

40.8%

33.3%

36.6%

34.0%

19.6%

13.8%

18.5%

6.7%

6.9%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

五島市(n=570)

新上五島町(n=145)

計(n=715)

旅行 仕事 帰省 所用

② 乗車人数
・乗車人数は、2人まで（「1人」：32％、「2人」：38％）で70％を占めてい
る。
・市町別にみても、五島市、新上五島町ともに2人までが7割を占めており、乗
車人数の傾向はほぼ同様と言える。

33.1%

28.1%

32.1%

37.3%

40.7%

38.0%

17.4%

19.3%

17.8%

12.0%

10.4%

11.7%
0.4%

1.5%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

五島市(n=541)

新上五島町(n=135)

計(n=676)

1人 2人 3人 4人 5人

【平均乗車人数】五島市：2.2人、新上五島町：2.2人、計：2.2人

③ ＥＶの利用回数

・利用回数は、「初めて」が79％を占めているが、「2回目」が11％、「3回目
以上」が10％となっている。
・市町別にみると、「初めて」は五島市、新上五島町ともに約8割であるが、「
2回目」は五島市が10％であるのに対し、新上五島町は17％となっている。

79.9%

76.6%

79.2%

9.8%

16.6%

11.1%

10.3%

6.9%

9.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

五島市(n=573)

新上五島町(n=145)

計(n=718)

初めて 2回目 3回目以上

④ ＥＶにまた乗ってみたいか？

・次回のＥＶ利用は、「利用したい」（93％）・「購入したい」（3％）で96
％を占めている。
・市町別にみると、五島市は「利用したい」が95％であるのに対し、新上五島
町は88％にとどまっている。なお、新上五島町では「利用したくない」が9％
となっている。

94.5%

88.0%

93.2%

9.2%

4.1%

2.8%

2.7%

2.8%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

五島市(n=565)

新上五島町(n=142)

計(n=707)

はい いいえ 購入したい

※H22.4～H23.1集計結果。集計にあたり「不明・無回答」は除外している



充電設備の整備こそが、ＥＶ普及の鍵

⑤ 充電器の利用状況

・充電器の利用は、「充電をした」で60％（急速：59％、200Ｖ：1％）を占めて
いる。
・市町別にみると、「充電をした」は五島市では57％（急速充電）であるが、新上
五島町は70％（急速：65％、200Ｖ：4％、100Ｖ：1％）となっている。

42.9%

30.9%

39.5%

0.0% 57.1%

64.5%

59.2%
0.3%

0.9%

1.0%

0.0%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

五島市(n=275)

新上五島町(n=110)

計(n=385)

充電していない 100V充電をした 200V充電をした 急速充電をした

⑥ 平均走行距離

ⅰ．充電器利用別
・平均走行距離は、全体が130km、「充電なし」が52km、充電器利用では「急速
充電器を利用」が124km、200V充電を利用が189kmとなっている。
・市町別にみると、「充電なし」では五島市が53km、新上五島町が47kmとほぼ同
じであるが、「急速充電を利用」では五島市が135kmであるのに対し、新上五島で
は99kmにとどまっている。
Ⅱ．目的別
・目的別にみると、最も距離が長いのは「帰省」の110kmであり、次いで「所用」
の109km、「旅行」の99kmとなっている。
・市町別にみると、五島市は「所用」が138km、「帰省」が117kmであるのに対し
、新上五島町はそれぞれ31km、74kmにとどまっている。なお、「仕事」は五島市
が55kmであるが、新上五島町では80kmとなっている。

※平均走行距離は一回の貸出し（連泊含む）における数値である。

53.1

0.0

0.0

134.8

83.8

133.4

46.9

160.3

188.8

98.9

46.8

121.5

51.7

160.3

188.8

123.6

69.7

130.0

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0 125.0 150.0 175.0 200.0

充電なし

100Ｖ充電を利用

200Ｖ充電を利用

急速充電を利用

不明・無回答

計

（km)

五島市

新上五島町

計

106.0

54.9

117.0

138.4

99.0

133.4

83.7

79.9

74.1

30.9

147.0

121.5

99.2

64.2

110.3

108.7

0.0

130.0

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0 125.0 150.0 175.0 200.0

旅行

仕事

帰省

所用

不明・無回答

計

（km)

五島市

新上五島町

計

Ⅰ．充電器利用別

Ⅱ．目的別



・8～1月における急速充電器の利用回数は、五島市が3,026回、
新上五島町が854回である。
・1日あたりの利用回数は、五島市が14.3回とピーク期の約1/3、
新上五島町は4.0回/日とピーク期の約1/2である。
・箇所別の利用割合は、五島市では「福江港」が36％、「遣唐使ふ
るさと館」が30％、新上五島町では「うどんの里」が48％であり、利
用者にとってアクセスの良い箇所ほど利用割合が高い。

福江港
(5.1)

遣唐使ふるさと館
(4.3)

富江温泉センター
(1.9)

玉之浦ｶﾝﾄﾘｰﾊﾟｰｸ
(3.1)

奈良尾港
(1.0)

うどんの里
(1.9)新上五島町役場

(1.2)

図 1日あたりの利用回数（回/日）

（回/箇所） （％）

①福江港 2 139 44% 19.9

②遣唐使ふるさと館 2 95 30% 13.6

③富江温泉センター 2 45 14% 6.4

④玉之浦ｶﾝﾄﾘｰﾊﾟｰｸ 2 40 13% 5.7

計 8 319 100% 45.6

⑤うどんの里 2 36 54% 5.1

⑥新上五島町役場 2 14 21% 2.0

⑦奈良尾港 2 17 25% 2.4

計 6 67 100% 9.6

14 386 ---- 55.1

注1．奈留島に設置された急速充電器１基は集計から除外している
注2．利用台数は、急速充電器を利用した車両数
注3．表中の数値は四捨五入のため合計が合わない場合がある

1日あたり
の利用回数
（回/日）

利用回数・割合設置基数
(基/箇所）

合計

五
島
市

新
上
五
島
町

表 Ｈ22年8～Ｈ23年２月の急速充電器の箇所別利用回数および利用割合

表 ﾋﾟｰｸ期(Ｈ22年8/14～20)の急速充電器の箇所別利用回数および利用割合

（回/箇所） （％）

①福江港 2 1,078 36% 5.1

②遣唐使ふるさと館 2 901 30% 4.3

③富江温泉センター 2 383 13% 1.8

④玉之浦ｶﾝﾄﾘｰﾊﾟｰｸ 2 664 22% 3.1

計 8 3,026 100% 14.3

⑤うどんの里 2 407 48% 1.9

⑥新上五島町役場 2 244 29% 1.2

⑦奈良尾港 2 203 24% 1.0

計 6 854 100% 4.0

14 3,880 ---- 18.3

利用回数・割合 1日あたり
の利用回数
（回/日）

注1．奈留島に設置された急速充電器１基は集計から除外している
注2．利用台数は、急速充電器を利用した車両数
注3．表中の数値は四捨五入のため合計が合わない場合がある

合計

五
島
市

新
上
五
島
町

設置基数
(基/箇所）

「充電待ち渋滞」が起きる！？

１回あたりの充電時間：約１８分



「プラグイン」は慣れればよい

【アンケート結果より】

【自由意見より】

（一部抜粋）

・初めて乗ったが、思った以上にパワーもあり、満足。（60代男性）

・走行音がほとんどないため自然の音を聞くことができ、この島にぴったりだと感じた。（年代性別不明）

・エコ活動には大変良いと思った。特に五島では安全運転の意識向上に良いと思った．（40代男性）

・子供達や対向車の注目を浴びて偉くなった気がした。悪い気はしない。（60代女性）

・親の看病で帰省。親を乗せたら喜んでいた。（50代男性）

・充電のことを考えながら走行したので、不安だった。（30代男性）

・急速充電器の扱い方が難しい。（40代男性）

・音が静か過ぎて歩行者が気がつかない。（30代男性）

34 94 120 16 12 276
12% 34% 43% 6% 4% 100%

EV関連分類 計

意見・
要望数

プロジェクト
を評価

充電設備
関連

ナビ関連 その他

14.4%

16.1%

23.5%

16.4%

20.5%

23.2%

25.0%

22.4%

23.7%

29.4%

25.0%

26.8%

29.3%

23.2%

23.5%

25.5%

12.1%

8.1%

2.9%

8.9%

0% 25% 50% 75% 100%

10～30代　n=215

40～50代　n=310

60代以上　n=68

合計　n=593

5（良い） 4 3 2 1(悪い）

① 走行距離に対する安心感（年代別）
② 充電の煩わしさ

（ＥＶ利用回数別） ③ 充電設備の使いやすさ（年代別）

自由意見の分布

13.4%

6.2%

10.0%

9.4%

28.6%

24.8%

13.3%

25.2%

33.6%

35.4%

40.0%

35.2%

16.8%

21.7%

20.0%

19.7%

7.6%

11.8%

16.7%

10.6%

0% 25% 50% 75% 100%

10～30代　n=119

40～50代　n=161

60代以上　n=30

合計　n=310

5（良い） 4 3 2 1(悪い）

7.2%

8.3%

11.1%

7.5%

15.8%

11.1%

27.8%

15.9%

32.9%

41.7%

27.8%

33.5%

29.9%

30.6%

22.2%

29.6%

14.1%

8.3%

11.1%

13.4%

0% 25% 50% 75% 100%

初めて　n=304

2回目　n=36

3回目以上　n=18

合計　n=358

5（良い） 4 3 2 1(悪い）

⇒若いほど距離が長いことを望む
⇒年代が高いほど使い難さを感じる⇒回数を経れば煩わしさは減じる



問題・課題は皆で解決！



○ ＥＶ，急速充電設備の機能要件
○ ＥＶ，急速充電器，ＩＴＳスポット対応カーナビの接続

ＷＧ１(ＥＶ・充電器関連)の成果：ＥＶ＆ＩＴＳ仕様

エビッツナビ

15:30 GPS

　【福江港】

　急速充電器　２基
　

　近くの充電器の場所を見る

充電器の空状況を確認する

OBD相当
コネクタ

ＩＴＳスポット対応カーナビ
（ＩＴＳ車載器）

ＥＶ等車両
急速充電器

CAN

CAN

CAN
CHAdeMO
Protocol

急速充電＋通信

Firewall/Gateway
不正入力信号を阻止

EV・PHV関連データ取得項目（案）
・車速 0～XX km/h
・走行距離 0～XXXX km
・充電率 0～100 %
・出力電力量 0～XXX kWh
・エアコン状態 ON/OFF
・シフト状態 D/E/B/P/N
・ヘッドランプ状態 ON/OFF
・充電状態（普通） ON/OFF
・充電状態（急速） ON/OFF など

必須
項目

充電設備関連データ取得項目（案）
・充電設備ID XXXXXXX
・充電状態 正常／異常

使用／未使用

・充電開始時刻 0:00～23:59
・充電終了時刻 0:00～23:59
・充電時間 XX:XX:XX
・充電残時間 XX:XX:XX
・受信電力量 XX kWh
・供給電力量 XX kWh
・充電率 0～100 %
・その他 XX kWh など

必須
項目

ＥＶ・ＰＨＶの主な機能要件
・観光客の利便性・移動性を損なわない
・ＩＴＳスポット対応カーナビの導入が可能
・ＩＴＳスポット対応カーナビに車両情報データがリアルタイ
ムで送信可能
・車両情報データが提供可能

急速充電設備の主な機能要件
・充電関連情報のデータ出力が可能
・初心者等にも操作性の良い充電ガンを有する
・気温変化，風雨・塩害等に耐えられる機能・構造
・景観に配慮した設計・デザイン

車両情報データ出力

充電関連情報提供サービス
（今後，順次実現を検討）

①充電情報蓄積・管理
②充電残量音声案内
③充電位置情報提供
④充電設備満空情報提供
⑤充電設備案内誘導



ドライブプランに従った経路案内を開始 おすすめスポットへ接近すると割込み表示

パララン！
おすすめのスポット
が見つかりました

現時点での整備状況未来型ドライブ観光システム

Ｐｕｌｌ型情報サービス
↓

Ｐｕｓｈ型情報サービス



長崎県統合観光情報
プラットフォーム

地域住民

観光情報入力

観光情報プラットフォームからＩＴＳスポットを経由した情報接続

エビッツナビ

15:30 GPS

　【福江港】

　急速充電器　２基
　

　近くの充電器の場所を見る

充電器の空状況を確認する

ＩＴＳスポット対応カーナビ
（ＩＴＳ車載器）

ＩＴＳスポット
（路側装置）

ITSスポット通信

地域主体で運用するＩＴＳスポットサービス

従来のＩＴＳインフラ・サービス ．．． 高機能・複雑・高価格
⇒ 地域型ＩＴＳインフラ・サービス ．．． 地域ニーズ（ＷＧ３ワークショップ）に基づき，

必要最小限の機能から実装し，簡素化・低廉化
・非ＩＰ系サービス ．．． 安全・安心（事故低減），円滑（渋滞削減），利便（料金決済） ←今後，追加していく
・ＩＰ系サービス ．．． 快適・利便（観光案内，地域活性化）

情報接続
処理装置

民間
サーバ

ＩＴＳ車載器の機能要件
・対応可能なサービス
①インターネット／イントラネット接続
②目的地設定
③経路案内
④Ｗｅｂ表示（ブラウザ）
⑤オフライン登録
⑥ＣＡＮ（ＥＶ）接続
⑦充電残量案内
⑧ガイダンス(音声案内）

ＩＴＳスポットの機能要件
①ＩＰ通信による接続
‐観光Ｗｅｂコンテンツ情報提供
‐充電施設情報案内
②非ＩＰ通信による接続
‐今後の非ＩＰサービスへの対応

情報接続処理装置
の機能要件
①情報接続サーバ
②コンテンツサーバ
プラットフォームを介した
情報提供

Ｈ２３年度構築するＩＴＳサービス
○ＩＰ接続による県ＰＦからの情報配信
‐観光Ｗｅｂコンテンツ配信
‐充電設備案内サービス

充電器サーバ

充電施設情報

携帯・ＰＣなど



地域型ＩＴＳスポットサービス

暫定版画面暫定版画面

完成版画面イメージ完成版画面イメージ

玉之浦カントリーパーク

新上五島町役場



洋上風車

マグロ養殖場

電動農耕機と
ソーラー給電設備

ソーラー電動船

メガソーラー

ＥＶ充電器付駐車場

教会など観光施設に
駐車中にＥＶ充電

ＩＴＳスポット
から情報提供

ＬＥＤイカ釣り漁船
（電動化）

五島牛・五島豚

世界遺産候補の教会群

龍馬ゆかりの地

大瀬崎灯台
（映画「悪人」ロケ地）

美しい海岸

鬼岳

ＥＶ

ウインドファーム

排出ガス０化により
椿の花が咲き並ぶ道

エネルギー、情報、移動、
および食の地産地消が実現
された未来のエコアイランド

五島ＥＣＯアイランド構想



DC/AC

洋上風力
（浮体式）

ITSスポット

ITSセンター
(地域データセンター)

非常用移動電源
としても利用可能

DC/AC

電灯など

多入力パワーコンディショナー
EMSセンター

EVスタンド

DC/AC

多入力パワーコンディショナー
DC/AC

系統電力

分散マイクログリッド

地域住民の参画（ワークショップ等）

多入力パワーコンディショナー

多入力パワーコンディショナー

メガソーラー

福江港ターミナル

△△地区

指定避難ステーションＣ

公共施設

太陽光パネル

○○地区

指定避難ステーションＢ

公共施設

島内
電力系統

島内
電力系統

道の駅

指定避難ステーションＡ
商業施設

・ EV・PHV： 140台(i-MiEV, LEAF, プリウスPHV)
・ 急速充電器： 13箇所27基
・ 普通充電器： 22施設29基（共用分）
・ ITSスポット： 6箇所6基

・ 風力発電： 20基 32,400kW
・ 洋上風力： 2MW級を実証実験(H23～)

・ EV・PHV： 140台(i-MiEV, LEAF, プリウスPHV)
・ 急速充電器： 13箇所27基
・ 普通充電器： 22施設29基（共用分）
・ ITSスポット： 6箇所6基

・ 風力発電： 20基 32,400kW
・ 洋上風力： 2MW級を実証実験(H23～)

モビリティと
エネルギーの
統合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

モビリティと
エネルギーの
統合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

各エリアでできる限り
エネルギー地産地消，
系統への変動負荷を
最小限に抑制，
残差はＥＶで解消

各エリアでできる限り
エネルギー地産地消，
系統への変動負荷を
最小限に抑制，
残差はＥＶで解消

小水力発電 風力発電

バイオマス発電

受電点

ＥＶ

ＥＶが電気を運ぶ
（走る送電線／
電力ﾀﾝｸﾛｰﾘｰ）

ＥＶが電気を運ぶ
（走る送電線／
電力ﾀﾝｸﾛｰﾘｰ）


